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令和７年度 目黒区立八雲小学校 学校評価報告書 

 

 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

Ⅰ学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

 

・児童・保護者・地域・

教職員ともに約９割

の肯定的な回答結果

となった。 

⦿全体的な評価は、肯定

的な回答が約９割とな

った。個人面談や保護

者会、ホームページ、保

護者連絡システムなど

を通して学校の様子を

発信してきたことが影

響していると考えられ

る。しかしながら、「学

校の様子がわかりづら

い」との意見もあった。 

・児童の安心・安全を最優

先した教育活動の実施

を、全教職員で連携して

行う。 

・児童の個人情報の取り扱

いを適切に行いながら、

保護者連絡システムや

学校だよりの内容を工

夫し、家庭や地域に情報

発信を行っていく。 

・落ち着いた学校生活を送

れるように、学年を軸と

した学年経営、学級経営

を行う。そのため、教職

員の連携をより適切に

行っていく。 

・PTA・地域と共に児童の

健全育成の連携を図る

ことが重要だと捉え、適

切に対応する。 

・学校全体の雰囲気や学校

の取組に対して概ね理

解されていると感じる。 

・多様な意見に対しても、

個人情報の取り扱いに

注意しながら、積極的に

情報発信することで改

善するとよいと考える。 

 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

 

 

・保護者・地域に向けた、

学校の教育目標や指導

の重点については、保

護者については８割程

度、児童については９

割程度であった。 

⦿児童に対しては、４０

分授業午前５時間制の

学校生活が効果的に機

能していと考えられ

る。しかしながら、その

成果を保護者に発信し

きれていないことも影

・４０分授業午前５時間制

の利点をさらに生かし

つつ、生み出した時間を

利用して取り組んでい

る自己選択学習などの

様子や効果の発信に力

を入れていく。 

 

・４０分授業午前５時間制

で生み出した時間が、自

己選択学習やマイプラ

ンなどの取組に生かさ

れていることがわかる。 

・効果や成果について情報

発信に積極的に力を入

れてほしい。 

 



響している。 

Ⅲ心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

 

◎児童・教職員共に 9 割

以上であった。保護者

についても 8 割程度で

あった。昨年度と比較

しても評価が上がって

いることからも、日常

的な指導や毎月行って

いる学校生活アンケー

トからの実態把握など

が効果を上げていると

考える。 

・道徳科の充実と全教育活

動を通して、児童に道徳

的実践力や行動力を高

められるよう、全教職員

が一致した指導を行う。 

・毎月行う学校生活アンケ

ートを継続して取り組

み、いじめの早期発見早

期対応に引き続き取り

組んでいく。 

・心の教育については

保護者・地域に見えに

くい面がある。家庭・

地域と連携しながら、

家庭の教育力、地域の

教育力の伸長を図っ

ていく必要もある。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

少人数指導、○○タイ

ム、主体的に学習に取

り組む態度等の取組に

ついて 

 

◎９割を超える児童が肯

定的な回答をしてい

る。昨年度よりも微増

していることから、４

０分授業午前５時間制

の学校生活が、子ども

たちの学習意欲向上に

結びついていると考え

られる。 

●保護者の評価について

は８割程度の肯定的な

回答であった。保護者

に対する情報発信が不

十分であったことが影

響していると考える 

・今年度取り組んできた４

０分授業午前５時間制

での授業研究をさらに

深めながら、学習を充実

させていく。 

・４０分授業午前５時間制

で生み出された時間を

生かして取り組んでい

る自己選択学習をさら

に充実させ、児童の自己

調整力を高めていく。 

・保護者への情報発信を充

実させ、保護者の理解・

協力を求めていく。 

・４０分授業午前５時

間制によって生み出

された時間の活用に

ついて、自己選択学習

やマイプランタイム

など、効果を上げてい

る様子がうかがえる。

取組を継続していく

と共に、情報を保護者

に伝えていくことが

大切である。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について  

 

・9 割を超える児童が肯

定的な回答をしてい

る。保護者についても

９割に迫る肯定的な回

答を得ている。 

◎体育や外遊びの充実に

加え健康や食育の指導

が定着してきていると

考えられる。 

・引き続き体育科の指導を

充実させることととも

に、休み時間での外遊び

など、運動量の十分な確

保を行う。 

・養護教諭・栄養士・健康

トレーナーの各専門的

な立場から、児童へ生活

習慣の指導・助言を充実

させる 

・「ここカラダ週間」な

どの取組について、家

庭と連携して取り組

んでいることがわか

った。来年度も継続し

ていってほしい。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

〇児童は前年度と同様の

９割以上の肯定的評価

であった。児童が主体

・特別活動に対する理解を

深め、児童が自主的・自

発的に行動できるよう

・子どもたちが主体的

に行事や学校生活に

取り組んでいくこと



部活動の活性化などに

ついて 

 

となった特別活動の展

開が定着できている結

果だと言える。 

●保護者・地域では、評価

が７割程度であった。

学校行事やクラブ活動

等の意図やねらい、特

別活動とはどのような

活動なのか、地域や保

護者へ周知・発信して

いくことが必要であっ

た。 

教育活動を充実させて

いく。 

・学校行事の意図やねらい

を保護者・地域に適切に

発信し、教育活動として

の学校行事に対しての

理解を求めていく。 

が大切である。今後も

自主的・自発的に活動

していく環境を醸成

していくことで改善

が図られると考える。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、 

特別支援教育への取組

などについて 

 

・児童の肯定的な回答が

９割を超えている。保

護者・地域については

８割程度の肯定的な回

答となっている。 

⦿毎月の学校生活アンケ

ートの実施や児童との

面談などを行った結

果、児童の悩み等を早

期発見、早期対応につ

なげられた。こうした

学校の取組を保護者・

地域に適切に発信して

いく必要があった。 

・引き続き、いじめ未然防

止、早期発見に向けて、

いじめ不登校対策委員

会を中心に、児童理解を

深める。 

・生活指導ルールについ

て、教職員が共通理解を

図り、どの教員も同じよ

うに児童に接するよう

に、組織として児童の育

成に努める。 

・学校の取組について、保

護者・地域に適切に発信

していく。 

・組織的に行っている

取組が機能している

と感じる。取組を継続

しつつ、様々な状況に

対応できる組織の構

築をすすめていくと

よい。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

 

◎９割以上の児童が肯定

的な回答をしている。

毎月の避難訓練を徹底

して行うなど、安全教

育の指導の徹底が現れ

ている。 

●保護者の肯定的な回答

は８割程度であり、児

童と保護者の回答に差

が見られた。学校での

安全教育について周知

すると共に、保護者参

加型の安全教室や名札

着用などの協力に伴う

・毎月の避難訓練や安全指

導についての意義を児

童にしっかりと伝えて、

児童が安全についての

意識を十分にもち、避難

行動がとれるように指

導していく。 

・引き渡し訓練やセーフテ

ィ教室などの教育活動

を充実させ、保護者・地

域と共に学校の安全を

守るという意識を向上

させていく。 

 

・防災教育や安全指導

について、様々な取組

がなされていること

がわかった。今後もこ

の取組を継続させな

がら、情報の発信をす

すめていってほしい。 



学校の安全への参画を

促していく必要があ

る。 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

 

 

●あいさつ運動や中学校

行事の参観、地域の保

育園・幼稚園との交流

などを行っているが、

保護者の回答が６割程

度にとどまった。これ

は情報の不足によると

ころが大きく、より積

極的な発信が必要であ

る。 

・小中連携では、第十中学

校との共通のテーマの

下で交流を推進する。 

・近隣の幼稚園・保育園と

も積極的に連携して充

実を図る。 

・幼・保・小・中連携に

ついての情報発信に

力を入れていくこと

が望ましい。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

ついて 

 

◎保護者・地域の回答は 7

割程度であった。学校

だよりとホームペー

ジ、保護者連絡システ

ムなどの情報発信につ

いては、大幅に見直し

を図り、個人情報の取

り扱いに気をつけなが

ら積極的に発信した。

一方で、発信頻度につ

いて、「多すぎる」との

意見もあった。 

・学校だより、ホームペー

ジ、保護者連絡システム

の活用など、また、学校

公開、各行事を通して、

保護者に児童の学校で

の活躍の姿を示してい

く。 

 

・保護者・地域への情報

発信を強化していこ

うという取組につい

て理解することがで

きた。個人情報の扱い

に気をつけながら、今

後も取り組んでいく

とよい。 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

 

・全ての教職員の肯定的

意見をもっているとい

う結果となった。４０

分授業午前５時間制の

利点を生かし、組織的

に学校運営、人材育成

が大きな要因となって

いると考える。 

・４０分授業午前５時間制

で生み出した時間をさ

らに有効的に使い、OJT

や校内研究を充実させ

ていく。 

・職層に応じた人材育成を

行い、組織の力を高めて

いく。 

・人材育成はどの職場

についても大切な課

題である。４０分授業

午前５時間制で生み

出した時間を有効に

活用して今後も人材

育成に取り組んでい

くとよい。 

Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

◎教職員の肯定的な回答

は８割を大きく超える

結果であった。４０分

授業午前５時間制の導

入により、校務にあた

・４０分授業午前５時間制

で生み出した時間をさ

らに有効利用し、授業改

善の時間や研究の時間

を業務内に行うなど、業

・様々な取組によって

教職員の働き方が改

善されていることが

わかった。今後も取組

を継続していってほ



織的な業務の効率化・

最適化について 

 

る時間の確保ができた

結果であると考えられ

る。また、職員室などの

環境の整備、様々なデ

ジタル機器の効果的な

使い方により改善が図

られた結果でもあると

考える。 

務の最適化を図る。 

・校務システムの有効活用

に合わせて、副校長補佐

やスクールサポートス

タッフの効果的な運用

を図り、さらなる効率化

や最適化を図る。 

しい。 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

〇全ての教職員が肯定的

な回答であった。定期

的な研修やワークショ

ップなど、教育公務員

としての服務事故撲滅

に向けての意識の醸成

を図ることができ、組

織的に対応することが

できた表れだと考え

る。 

・組織としての対応のさら

なる強化を図り、事故防

止に努める。そのため

に、服務研修等を通して

意識を醸成し、チームと

して教育活動にあたっ

ていく。また、全教職員

が服務事故防止に関し

て意識を高められるよ

う、日常の適切な服務の

意識の向上と実践を図

る。 

・服務事故防止は大事

な課題である。今後も

取組を継続し、服務事

故ゼロを目指してほ

しい。 

 

 


